
令和８年度推薦選抜小論文【模範解答】 

 

 

問 1 下線部１）について、筆者がこのように主張する理由を、統制条件を明確にし、文中の語句を用いて 150

字以内で説明しなさい。 

 

「おとなが洗濯バサミをうっかり落とす」ケースや、「手がいっぱいのままで戸棚にぶつかる」ケースでは、子ども

は援助をおこなったのに対して、統制条件である「おとなが洗濯バサミをわざと放り投げる」ケースや「何かほか

のことをしながら戸棚にぶつかってしまう」ケースでは、子どもはなにもしなかったから。（143字） 

 

問２ 下線部２）と同じ意味の言葉を本文中では何と表現しているか、書きなさい。 

 

気遣い 又は、共感的な気遣い 又は、同情的反応 

 

問３ 下線部３）について、このような結果が生じた理由を文中の語句を用いて 50字以内で説明しなさい。 

 

 もとから報酬となっている活動の場合、外的報酬はこの元来の内的動機を弱体化させる。（40字） 

 

問４ 下線部４）について、チンパンジーの例を用いて 60字以内で説明しなさい。 

 

 ヒトに育てられたチンパンジーもチンパンジーに育てられたチンパンジーでもヒトの子どもと同じ援助行動をと

るから（53字） 

 

問５ 下線部５）の理由について、本文ではどのように説明しているか、140字以内で書きなさい。 

 

 おとなが描いている最中のお絵描きを他のおとなに破り捨てられるのを見せられた子どもが、白紙を破り捨て

られた場合、より多く被害者へ視線を向け「気遣っている」とコードされる表情を示したこと。さらに、被害者への

気遣いの視線を多く示した子ほど、その被害者を援助する傾向をより強く示したこと。（140字） 

 

問６ 下線部６）の意味について、本文中ではどのように説明しているか、60字以内で書きなさい。 

 

 こどもの援助行動が、より伝統的な文化や西洋の中流階級という文化の違いに対しても影響されずに発現す

ること（51字） 

 

 

 



問７ あなたがこれまで看護において共感的理解が重要であると感じた体験について具体的に説明しなさい。 

 

≪採点基準≫ 

①これまでの看護において共感的理解が重要であると感じた自分自身の体験について記述していること 

②①について、具体的かつ論理的に記述していること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


